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●工事状況 定点写真

●壁の向こうは・・・？（工事紹介）

●工程

基礎とは、人で言うと「足」つまり「体（建
物）」を支えるための大切な足固めとなります。

現在、その足固めの為の工事が行われており、
エリア分けされた範囲ごとに①土の締固め②砕石
の敷き込③コンクリートの打設（レベルコンク
リート）が順次行われています。

この基礎工事のそれぞれの工程で、レベル・コ
ンクリート厚・仕上高さ等を確実に管理していく
ことが建物全体を支える上で重要な工事となって
います。

●コラム 《ドローンで現場を撮影！》

工事かわら版を毎月発行します。次回は５月下旬です。
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実は先に掲載している定点写真はドローンで撮影したものです。建
設現場では近年ドローンを有効活用する動きが活発です。ドローンで
できることとは何でしょうか？空撮以外にも、測量、動画配信、各種
点検、物資輸送、農薬散布等、様々な用途があります。当作業所でも、
空撮以外にもドローンを活用できないか考えていこうと思います。

ただし、最も重要なものは安全飛行です。当作業所では、大手メー
カーのライセンスを所持した操縦者のみが、国土交通省への申請を介
して飛行を行っています。皆様にご迷惑をおかけしないよう細心の注
意を払って飛行を行っていきます。

3月に立体駐車場が竣工し、新病棟の本体工事
が本格的に着工しました。今回は、本工事でも特
有の山留工事を紹介します。

使用している工法はSCCW(Steel & Concrete 
Composite Wall)工法というもので、仮設として利
用するSM材を、本体構造物として有効利用し、
環境負荷の軽減や耐震性能向上等、多くのメリッ
トがあります。

本体躯体工事には、上記のように清水建設(株)
が技術開発した特有の工法を使用していますので、
今後も紹介させて戴きます！

SCCW工法

安全飛行で撮影します。


